
反
應

の
速
度

と
溶

媒

と

の
關
係

理

學

士

加

福

均

三

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

に
就
て
は
嚢
に
メ
ン
シ
ゥ
ト
キ
ン
の
研
究
あ

う

近
く
三
三
の
署
あ

る
も
何
れ
も
綜
合
的

結
果
に
到
達
せ
る
も
の
無
く
此
方
面
に
於
て
は
末
だ

一
般
的
法
則
を
認
む

る
に
至
ら
す
先
年
余
は
池
田
博
士
の
指
導
の

下
に
此
方
面
の
研
究
を
試
み
し

も
不
才
未
に
結
果
の
見

る
べ
き
も
の
を
得
る
能
は
ざ

る
を
遺

憾
と
す

余

の
選
び
た

る
反
應
は
水
銀

エ
チ
ル
の
沃
化
に
し

て
此
反
應
は
水
銀

エ
チ
ル
の
過
剰
に
存
す

る
と
き
は
美
し
き
第
二
次

の
径
路
を
取
り
て
進
行
す
而
し
て
沃
素
の
濃
度
を
比
色
的
に
測
定
す

る
と
き
は
最
單
簡

に
反
鷹
の
進
行
速
度
を
知
る
を

得

る
な
り
此
目
的
を
以
て

フ
ラ
ン
ク
ラ

ン
ド
及
ド
ゥ
ッ
バ
の
法
に
よ
参
約
二
%
の
ナ
ト
リ
ウ

ム
ア

マ
ル
ガ

ム
を
数
時
間
沃

化

エ
チ
ル

一
〇
量
と
醋
酸

エ
チ
ル

一
量
と
の
混
合
物
と
振
盪
し
其
反
應
體
を
輕
石
油

エ
ー
プ

ル
に
て
浮
め
収
り
再
三
分

ビ

ュ
リ

タ
ー

溜
す
る
こ
と
に
よ
り
大
部
分

一
五
九
度

に
於
て
溜
出
す
る

水
銀

エ
チ
ル
を
製
し
得
た
り
而
し

て
其
純
度
は
分
析

に
よ
り

九
九
・
五
三
%

な

る
を
確
め
得
た
る
を
以
て

直
に
是
を
試
料
と
し
て
使
用
し
た
り
又
同
實
験

に
使
用
し
た

る
沃
素
は

一

回
沃
化
カ
リ
ウ

ム
と
共
に
磨
砕
し
昇
化
せ
し
め
た
る
後
再
び
沃
化
カ
リ
ウ

ム
水
溶
液
小
量
に
溶

か
し
急

に
稀
釋
す

る
と

き
沈
澱
す

る
部
分
を
磁
板
上
に
集
め
概
ね
乾
燥
せ
し
め
た
る
後
蒸
溜
し
尚

日
回
昇
化
せ
し
め

て
製
し
た
り

反
旗
進
行
の
状
態
を
観
測
す
る
爲

に
は
各
溶
媒
に
つ
き

一
個

の
標
準
濃
度
沃
素
溶
液
を
作
り

是
を
其
儘
或
は
二
倍
四
倍

乃
至
八
倍
に
薄
め
て
比
色
槽
に
盛
り

一
方
に
於
て
は
適
當
な
る
沃
素
の
溶
液
と
水
銀

エ
チ
ル
の
同
じ
溶
媒

に
溶

か
し
た

る
も
の
と
を
比
色
槽
と
全
く
同
型
な
る
槽
中
に
て
手
早
く
混
合
し
た
る
後
同
じ
厚
さ
の
液
暦

が
反
應
糟
の
も
の
と
比
色

槽
の
も
の
と
同
じ
強
さ
の
色
を
呈
す
る
瞬
間
を
順
次
観
測
し
た
り
此
目
的

に
使
用
し
た
る
比
色
計
は
圖

に
示
す
が
如
き

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
七
五



東

京

化

學

會
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第

三

十

七

帙

四
七
六

も
の
に
し
て
観
測
中
の
温
度
を
變
化
せ
し
め
ざ

ら
む
が
爲
に

或
は
氷
水
を
比
色
計
中
に
入
れ
或
は
恒
温
槽
よ
リ
ポ
ム
プ
を

以
て

一
定
温
度
の
水
を

一
定
の
速
度
に
て
通
過
せ
し

あ
た
り

圖
に
於
け
る
R
及
C
は
夫

々
反

鷹
槽

に
し
て
硝
子
製
圓
筒
と

平
板
と
を
膠
着
せ
し
め
た
る
大

小
二
個
宛
の
筒

よ
り
成
り
小

な
る
筒
を
上
下
す
る
こ
と
に
よ

り
液
層
を
任
意
に
變
化
せ
し

め
得
る
如
ぐ
装
置
し
た
る
も
の
な
り
比
色
計
の
底
は
硝
子
板

に
て
張
り
二
個
の
圓
形
孔
域
瓦

を
有
す

る
錫
箔
を
以
て
蔽
ひ

光

は
横
軸
上
に
廻
轉
し
得

べ
き

鏡
M
1を
經
て
H
1
H
2よ
り
R
及

ゆ
り

お

じ

C
を
通
過
し

て
M
M
な
る
鏡
に

て
反
射

さ
れ
再
P
な

る
プ
リ

ズ

ム
の
面
に
至
り
此
處

に
プ
リ
ズ

ム
の
稜
を
境
界
と
す

る
二
様

の
色
の
視
野
を
形
成
す
る
を
以
て
是
を
上
方
よ
り
観
測

す
る
な
り
A
及
B

は
恒
温
槽
よ
り
途
ら
れ
た
る
水
の
入
口
及
び
餌
口
な
り

如
此
ぐ
す

る
と
き
は
反
應
槽

に
於
け
る
反
應
は
水
銀

エ
チ
ル
の
過
剰
に
於
て
は

の
如
く
進
行
す
る
が
故
に
前
述
の
如
く
に
し
て
測
定
し
た

る
時
間
と
水
銀

エ
チ
ル
及
沃
素

の
最
初
の
濃
度
よ
り



の
式
に
從
ひ
反
應
係
數
K
を
算
出
す

る
を
得
る
を
以
て
各
種
溶
媒
毎

に
K
を
求
め
是
を
比
較
し
て
何
等
か
の
綜
合
的
法

則
を
見
出
さ
む
と
試

み
た
り
但
時
の
測
定
は
或
溶
媒
に
於
て
は
著
し
く
短
く
又
或
者
に
於
て
は
可
成
長

か
り
し
を
以
て

時
計
、押

止
時
計
、
ク

ロ
ノ
グ
ラ
フ
等
を
使
用
し
た
り

溶
媒
第

一

ヘ
キ
サ

ン

通
常
市
販
の
石
油

エ
ー
テ
ル
を
濃
硫
酸
及
苛
性
曹
達

に
て
交
互
に
處
理
し
良
く
水
洗
し
た

る

後
金
属
ナ
ト
リ
ク
ム
上
に
乾
燥
せ
し
め
十
三
回
分
溜
を
行
ひ
六
七
乃
至
六
九
度

に
於
て
先
づ
恒
性
に
沸
騰
す

る
も
の
を

得

て
之
れ
を

ヘ
キ
サ

ン
と
し
て
使
用
し
た
り

温
度

時
間
(秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(同
上
)

反
應
係
数
(K
)

(
一
)
○

一

〇

〇
・
○
○
八
九
四

〇
・
〇
〇
〇
七
三

二
七
六
〇

〇
・
○
○
八
五
七

〇
・
○
○
〇
三
七

〇
・
○
二
九

六

一
二
〇

〇
・
〇
〇
八
三二
九

〇
・○
○
〇

一
八

○
・
〇
二
六

九
四
二
〇

〇
・
○
○
八
三
〇

〇
・
〇
〇
〇
〇

九

〇
・
○
二
六

(
二
)
○

一

〇

〇
・〇

一
一
七
四
門

○
・
○
○
○

六

二

二
一
八
○

○
・
〇

一
一
四
三

〇
・
○
○
○
三

一

〇
・
〇
二
六

四
四
四
〇

〇
・
〇

一
一

一七

〇
・
○
○
〇

一
六

〇
・
〇
二
七

八

一
六
○

○
・
○
一
一
一

九

〇
・
○
○
○
○
八

○
・
○
二
二

(三
)
○

一

〇

〇
・
○
一

〇
五
七

○
・
○
○
一

一
七

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
七
七



東

京

化

學

會

誌

第

山二
十

七

帙

四
七
八

二
七
六
〇

〇
・○
〇
九
九
九

〇
・
○
○
○
五
八

○
・
○
二
五

五
七
〇
〇

〇
・
○
〇
九
七
〇

〇
・
○
○
○
二
九

〇
・
○
二
四

(
四
)
二
五

〇

○
・
○
〇
七
六
三

〇
・
○
〇
三
四
三

四
六
五

〇
・
○
〇
五
九

一

〇
・
○
〇

一
七
二

〇
・
二
三

一
二
〇
〇

〇
・
○
〇
五
〇
五

〇
・
○
○
〇

八
六

〇
・
一
九

二一

〇
〇

〇
・
○
○
四
六
二

〇
・
○
○
〇
四
三

〇
・
一
四

(
五
)
一
五

・

○

○
・
〇

一
五
二
五

〇
・
○
〇
三
四
三

二
三
〇

〇
・
〇

一
三
五
三

〇
・
○
〇

一
七
二

〇
・
二一

五
〇
五

〇
・
〇
一
二

六
七

〇
・
○
○
○
八
六

〇
・
二
〇

一
二
五
五

〇
・
〇

一

一二
四

〇
・
○
○
〇
四
三

〇
〇

五

(六
)
二
五

〇

〇
・
〇

一
五
二
五

〇
・
○
〇
三
四

三

一
三
三
五

〇
・
〇

一
三
五
三

〇
・
○
〇

一
七
一

〇
・
二一

五

一
〇

〇
・
〇

一

一六
七

〇
・
○
○
○
八
六

〇
・
二
〇

一
一
四
〇

○
・
〇

一

一
四

○
・
○
○
○
四
三

〇
・
一
六

反
應
係
數
平
均

一
度

○
・
〇
二
六

二
五
度



溶
媒
第
ニ

イ
ソ
ア
ミ
ル
ア
ル
コ
ホ
ル

通
常
の
醗
酵
フ
ー

ぜ
ル
油
を
數
回

劃
温
蒸
溜
し
一
二
九
－
一

二
九
・
四
度
に

コ
ン
ス
タ
ン
ト

恒
性
に
蒸
溜
す

る
も
の
を
使
用
し
た
り

温
度

時
間
(秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(
K
)

(
一
)
○

一

〇

〇
・
○
〇
五
三
〇

〇
・○
〇
三
三

〇

五
九
〇

〇
・
○
〇
三
七
〇

〇
・
○
○
一

六
〇

〇
・
二
七

一
七

一
〇

〇
・
○
〇
二
九
〇

〇
・
○
○
○
八
○

○
・
二
二

(
一
)○

一

〇

〇
・
〇
一一

〇
〇

〇
・
○
〇
三
二
〇

二
〇
五

〇
・
〇

一
九
四
〇

〇
・○
〇

一
六
〇

〇
・
三
三

二
一
五

〇
・
〇

一
八
六
〇

〇
・
○
○
○
八
○

〇
・三
二

一

四
〇
〇

〇
・
〇

一
八
二
〇

〇
・
○
○
〇
四
〇

〇
・
二
七

(
三
)
○

二

〇

〇
・
○
○
八
五
〇

〇
・
○
〇
三
〇
〇

二
六
五

〇
・
○
○
七
○
○

○
・
○
〇

一
五
〇

〇
・
三
四

五
八
五

〇
・
○
〇
六
二
五

〇
・
○
○
〇
七
五

〇
・
三
三

九
五
〇

〇
・
○
〇
五
八
七

〇
・
○
○
〇
三
八

○
・三
三

(
四
)
二
五

〇

〇
・
○
〇
五
九
三

〇
・
○
〇

一
六
〇

四
五

〇
・
○
〇
五

一
三

〇
・
○
○
○
八
〇
二
・

八

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
七
九



東

京
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學

會
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第

三

十

七

帙

四
八
○

一

一〇

〇
・
○
○
四
七
三

〇
・
○
○
〇
四
〇

二
●
二

三
五
五

〇
・
○
〇
四
五
一三

〇
・
○
○
〇
二
〇

一
・
六

(
五
)三
五

〇

〇
・
○
〇
二
九
七

〇
・
○
〇

一
六
〇

一
四
〇

〇
・
○
〇
一
二

七

〇
・
○
○
○
八
○

二
・
○

吋二
六
○

○
・
○
〇

一
七
七

○
・
○
○
〇
四
〇

二
・
八

七
二
〇

〇
・
○
○

一
五
七

〇
・
○
○
〇

二
〇

一
・
五

(
六
)
二
五

〇

〇
・
○
〇
五
九
三

〇
・
○
〇

二
〇
四

四
五

〇
・
○
〇
五
四
二

〇
・○
○
○
五
二

二
・
七

一
〇
五

〇
・
○
〇
五

一

六

〇
・
〇
〇
〇
二
六

三
・
四

三
五
五

〇
・
○
〇
五
〇
三

〇
・
○
○
〇

一
三

二
・
一

反
應
係
數
平
均

一
度

○
・
三
〇

二
五
度

二
・
一

溶
媒
第
三

ク

ロ
ロ
ベ
ン
ゼ
ン

メ
ル
ク
製

ク
ロ
ロ
ベ
ン
ゼ

ン
を
使
用
す
沸
騰
鮎

一
三

三
・
八

一
三
二
度
な
り

温
度

時
間
(秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(
K
)

(

一
)
○

一

〇

〇
・
○
○
二
〇
二

〇
・
○
〇

一
二
八

八
七

〇
・
○
○
一

六
〇

○
・
○
○
○
六
四

二
・
七



二
九
〇

〇
・
○
〇

一
一
七

〇
・
○
○
〇
三
二

三
・
五

五
四
〇

〇
●○
○
〇
九
六

○
・
○
○
〇

一
六

二
・
七

(
三
)
○

一

〇

〇
・
○
〇

一
六
〇

〇
・
○
○
○
八
五

二

一
〇

〇
・
○
〇

一
二
七

〇
・
○
○
○
四
三

二
・
五

四
五
八

○
・
○
○
〇
九
六

〇
・○
○
○
二

一

三
・六

七
六
五

〇
・
○
○
○
八
五

〇
・○
○
○
一
一

ニ
・
五

(
三
)○
－

一

〇

〇
・
○
〇
二
五
六

○
・
○
○
○
八
○

一
三
一五

〇
・
○
〇
三

二
六

○
・
○
○
○
四
〇

二
・
七

二
五
〇

〇
・
○
〇

一
九
六

〇
・
○
○
〇
二
〇

三
・
六

四

一
四

〇
・
○
〇

一
八
六

〇
・○
○
○

一
〇

二
・
四

(四
)
一
五

〇

〇
・
〇

一
〇

一

一

〇
・
○
〇
五
九
〇

八

○
・
○
〇
七

一
七

○
・○
〇
二
九
五

一
〇
・
三

一
九

〇
・
○
〇
五
六
九

〇
・
○
〇

一
四
八

一
〇
・
四

三
三

〇
・
○
〇
四
九
五

〇
・
○
○
〇
七
四

九
・
八

(
五
)
二
五

〇

〇
・
○
〇
二
五
四

〇
・
○
〇

三
四
八

三
二

○
・○
〇

二
八
○

○
・
○
○
○
七
四

一
〇
・
三

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
八

一



東

京

化

學

會

誌

第

三

十

七

帙

四
八
二

七
一

〇
・
○
〇

三
四
一三

〇
〇
〇
〇
〇
三
一
七

一
〇
・
六

一
一
三

〇
・
○
〇

一
一
四

〇
・
○
○
〇

一
九

一
一
・
四

(
六
)
一
五

〇

〇
・
○
〇
二
五
四

〇
・
○
○
○
八
四

三
八

○
・
○
〇
一
一

二

〇
・
○
○
○
四
一

一
〇
・
八

六
〇

〇
・
○
〇

一
九

一

○
・
○
○
○
一
一

一
〇
・
八

三
〇
八

○
・
○
〇

一
八

一

〇
・
○
○
○

一
一

九
・
五

反
應
係
數
平
均

一
度
一
・

六

二
五
度

一
〇
・
四

溶
媒
第
四

安
息
酸

エ
チ
ル

純
安
息
酸
と

エ
チ
ル
ア
ル

コ
ホ
ル
よ
り
普
通
の
方
法
を
以
て
製
し
蒸
溜
に
よ
り
精
製
七

た

る
も
の
に
し
て
二
〇
八

二
〇
九
度
の
部
分
を
使
用

せ
り

温
度

時
間
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應

係
數
(K
)

(
一
)
○

一

〇

〇
・
○
〇

一
三
二

〇
・
○
○
〇
五
四

一
三
二

〇
・
○
〇

一
〇
五

〇
・○
○
○
一
七

四
・
五

二
九
〇

〇
.
○
○
〇
九

一

〇
・
○
○
○

一
四

四
・
五

五
〇
〇

〇
・
○
○
○
八
四

〇
・○
○
○
○
七

四
・
二

(
二
)
○

一

〇

〇
・
○
〇

二
三
二

〇
・
○
○
〇
五
四



一
三
四

〇
・
○
○
一
〇
五

〇
・○
○
〇

二
七

四
・
四

三
七
〇

〇
・
○
○
〇
九

一

〇
・
○
○
〇

一
四

四
・
三

四
九
〇

〇
・
○
○
○
八
四

〇
・
○
○
○
○
七

四
・
三

(
三
)○

一

○

○
・○
〇
一
六
四

〇
・
○
○
○
五
四

五
八

○
・
○
〇
二
三
七

〇
・○
○
○
二
七

四
・
八

一
〇
八

○
・○
〇
一
二
三
三

〇
・
○
○
〇

一
四

五
・
四

一
八
○

○
・
○
〇
一一

六

〇
・
○
○
○
〇
七

五
・
○

(
四
)
二
五

〇

〇
・
○
〇
三
〇
七

〇
・
○
〇
二
一

三

三
一三

○
・
○
〇
二
〇
〇

〇
・
○
○

一
〇
七
一
二
・

三

四

一

〇
・
○
〇

一
四
七

○
・
○
○
〇
五
三

一
五
・
〇

六
九

〇
・
○
〇

一
ニ

○
・○
○
〇
二
七

-

一

七
・
五

(
五
)
二
五

〇

〇
・
○
〇
三
〇
七

〇
・
○
〇

二一

三

一
二
〇
・
○
〇
二
〇
〇

〇
・
○
〇

三
〇

七

一
一
・
八

三
四

〇
・
○
〇

一
四
七

〇
・
○
○
〇
五
扇三

二
〇
・
三

六

一

〇
・
○
〇

一
二
〇

〇
・
○
○
〇
二
七

二
〇
・○

(
六
)
二
五

〇

〇
・
○
〇
三
〇
七

〇
・
○
〇

一

三

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
八
三



東

京

化

學

會

誌

第

三

十

七

帙

四
八
四

工

六

〇
・
○
〇
二
〇
〇

〇
・
○
〇

三
〇
七

二
七
・
六

三
五

〇
・
○
〇

一
四
七

〇
・
○
○
○
五
三

二
〇
・

六

一

〇
・
○
○

一
二
〇

〇
・
○
○
○
二
七

三
〇
・

反
應
係
數
平
均

一
度

四
・
六

二
五
度

一
七
・
二

溶
媒
第
五

ニ
ト

ロ

べ
ン
ゼ
ン

結
晶
性

べ
ン
ゼ

ン
と
硫
硝
酸
の
反
應

に
よ
り
て
得
た
る
も
の
を
再
三
蒸
溜
し
て
精
製

し
た
る
後
四
回
寒
冷

に
よ
り
結
晶
せ
し
め
た
る
も
の
を
使
用
し
た
る
が
低
温
に
於
て
直
に
結
晶
す
る
が
爲

め
○

一
度

の
觀
測
を
な
す
を
得
す
叉
溶
媒
自
身
少
し
く
緑
色
を
帯
び
居

る
が
爲

あ
大
に
困
難
を
威
じ
た
り

温
度

時
間
(秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(K
)

(
一
)
二
五

○

○
・
○
〇
三
四
〇

〇
・
○
○
二
五
〇

一
九
〇
・

○
〇
一
一

五

〇
・
○
○

一
二
五

一
二
・
七

四
八

○
・
○
〇

一
五
二

〇
・
○
○
〇
六
三

一
三
・
五

七
三

〇
・
○
○

一

一

〇
・
○
〇

〇
三

一

一
五
・
九

(
二
)
二
五

〇

〇
・
〇
〇
三
四
〇

〇
・
○
〇

一
四
四

一
八

○
・
○
〇
一
六
八

○
・
○
○
〇
七
二

一
二
・
九

三
八

○
・
○
〇

二
三
二
日

○
・
○
○
○
三
六

一
二
・
五



六
五

〇
・
○
〇

二一

四

〇
・○
○
〇

一
八

一
三
・
七

(三
)
二
五

〇

○
・○
○
六
八
○

○
・
○
〇
二二
五
〇

八

○
・○
〇
五
五
五

〇
・
○
〇

一

一五

一
四
・
二

一
八

○
・
○
〇
四
九
三

○
・
○
○
○
六
三
一
三

・
八

三
二

〇
・
○
〇
四
六

一

〇
・
○
○
〇
三

二

・
一

三

三

反
應
係
數
平
均

二
五
度

一
三
・
六

溶
媒
第
六

エ
チ
ル
ア
ル

コ
ホ
ル

市
販

の
無
水
酒
精
を
直

に
使
用
し
た
り
但
比
重
測
定
の
結
果
九
九
・
三
%
(容
量
)

の
ア
ル
コ
ホ
ル
含
率
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
た
り

温
度

時
間
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(
K
)

(
一
)四

五
・

○

○
・
○
〇
二
九

七

○
・
0
9

三

五

一
一

〇

〇

・
○

○

一
八

四

〇

・
○

〇

一

一

三

・

一
・
四

六
二
〇

〇
・
○
○

一

天

○
・
○
○
〇
五
六

一・
二

一
二

六
五

〇
・
○
〇

一
〇
〇

〇
・
○
○
〇
二
八

一
・一

(
二
)
四

五

〇

〇
・○
〇
二
九
七

〇
・○
○
二
二
五

二
一

五

〇
・
○
○

一
八
四

〇
・○
〇

一
一
三

一
・
四

六

一
五

(
〇・
○
〇
一

三
八

○
・○
○
〇
五
六

一
・
二

反
應
め
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
八
五



東

京

化

學

會

誌
第

二三
十

七

鉄

四
八
六

一
二
三
〇

〇
・
○
〇

一
〇
〇

〇
・
○
○
〇
二
八

二
・
一

(
三
)二
六

○

○
・
○
〇
二
九
七

○
・
○
○

二
二
五

四
四

〇
・
○
〇

一
八
四

〇
・
○
〇

一
一
三

六
・
八

一
一

一

〇
・
○
○

一

二八

○
・
○
○
〇
五
六

六
・
八

二

三
〇

〇
・
○
〇

一
〇
〇

〇
・
○
○
〇

二
八

五
・
六

(
四
)
二
六

〇

〇
・○
〇
四
七
六

〇
・○
〇
一
二
二
五

一
五

〇
・
○
〇
三
六
三三

○
・
○
○
一
一

三

六
・
七

五
六

○
・
○
〇
一二
〇

七

〇
・
○
○
○
五
山六

六
●
九

九
五

〇
・
○
〇
二
七
九

〇
・
○
○
○
二
八

六
・
五

反
應
係
數
平
均

五
度
一
・

二
五

一
六
度

六
・
○

溶
媒
第
七

ア
セ
ト

ン

メ
ル
ク
製
品
を
重
亜
硫
酸
鹽
化
合
物
と
し
て
精
製
し

た
る

も
の
に
て
〇
・

度
以
内
に

皆

蒸
溜
す
る
を
認
め
た
り
而
し
て
溶
媒
夫
れ
自
身
が
相
當
の
速
度
を
以
て
沃
素
と
反
應
す
る
も
結
果
は
少
し
も
變
態
を
呈

せ
す

温
度

時
間
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(
K
)

(
一
)
二
五

〇

〇
・
〇

一
二
五
二

〇
・
○
〇
三
一

二



五
〇
五

〇
・〇

一
〇
九
六

○
・
○
〇

一
五
山六

〇
・
二
二

一
三
三
〇

〇
・
〇

二
〇

一
八

○
・
○
○
〇
七
八

○
・
〇
九

一一

九
〇

〇
・
○
〇
九
七
九

〇
・
○
○
〇
三
九

〇
・
〇
九

(
二
)
二
五

〇

〇
・
〇

一

一五
二

〇
・
○
○
三

一
二

五

一
五

〇
・
○
一

〇
九
六

〇
・
○
〇

一
五
六

〇
・
一

二

一
三
一三
〇

〇
・
〇

一
〇

一
八

○
・
○
○
〇
七
八

○
・
〇
九

二
一

六
五

〇
・
○
〇
九
七
九

〇
・
○
○
〇
三
九

〇
・
〇
九

(
三
)
二
五

〇

〇
・
〇

一

一五
二

〇
・
○
〇
三

一

二

五
七
五

〇
・
〇

一
〇
九
六

〇
・
○
〇

一
五
六

〇
・
一
〇

二
三
一
〇

〇
・
〇

一
〇

一
八

○
・
○
○
〇
七
八

○
・
一
○

一
一

三
〇

〇
・
○
〇
九
七
九

〇
・
○
○
〇
三
九

〇
・
〇
九

反
應
係
數
平
均

二
五
度

○
・
一
〇

溶
媒
第
八

エ
チ
ル

エ
ー
'グ
ル

金
属
ナ
ト
リ
ク
ム
を
以
て
水
及
ア
ル
コ
ホ
ル
を
除
け
る
市

販
エ
ー

テ
ル
を
使
用
す

温
度

時
間
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(K
)

(
一
)
二
五
・
五

〇

〇
・
〇
〇
五
四
〇

〇
・
〇
〇
二
一

九

二
一
八

○
・
○
〇
四
二
一

〇
・○
〇

二
〇
九

〇
・
六
四

反
應
の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
八
七



東

京

化

學

會

誌

第
三

十

七

帙

四
八
八

六
四
五

〇
・
○
〇
三
七
六

〇
・
○
○
○
五
五

〇
・
四
九

二
二
五
〇

〇
・
○
〇
三
四
九

〇
・
○
○
〇

二
七

〇
・
四
四

(
二
)
一
五
・
五

〇

〇
・
〇

一
〇
八
○

○
・○
〇
一
一

九

一
〇
三

〇
・○
〇
九
七

一

〇
・
○
〇

二
〇
九

〇
・
六
六

二
四
〇

〇
・
○
〇
九

一
六

〇
・
○
○
〇
五
五

〇
・
五
九

四
三
〇

〇
・
○
○
八
八
九

〇
・
○
○
〇
三
七

〇
・五

一

(三
三

一吾

六

〇

〇
・
○

一
○
八
○

○
・
○
二

一

九

一

二

〇
・
○
〇
九
七

一

〇
・
○
〇

一
〇
九

〇
・六

一

三
四
五

〇
・
○
〇
九

二
六

〇
。
○
○
〇
五
五

〇
・
五
八

四
二
〇

〇
・
○
○
八
八
九

〇
・
○
○
〇
一
七

○
・
五
二

反
應
係
數
平
均

二
五
・
五
度

○
・
五
六

溶
媒
第
九

ク
ロ
ロ
フ
矛
ル
ム

再
三
蒸
溜

に
よ
り
て
精
製
し
○
・
三
度
以
内
(
六
〇
・
二
乃
至

六
〇
・
四
)に
沸
騰
す
る
に

至
り
た
る
市
販
の
も
の
を
使
用

せ
り
而
し
て
此
場
合
に
は
反
應
速
度
甚
大
な
る
爲
め
特
に
水
銀

エ
チ
ル
の
濃
度
を
減
じ

た

る
が
而
か
も
測
定
の
結
果
は
餘
り
良
く

扁
致
せ
す

温
度

時
間
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(K
)

(
一
)
三

四

〇

〇
・
○
〇
二
九

二

〇
・
○
〇
二
七
四



二
四

〇
・
○
〇

一
五
五

〇
〇
〇
〇
一
三

七

一
五
・
二

六
四

〇
・
○
○
○
八
六

〇
・
○
○
〇
六
八

二
五
・
四

一
八
八

○
・
○
○
○
五
三

〇
・
○
○
〇
三
四
一

一
・三
三

(
二
)
三

四

〇

〇
・
○
〇
二
九

一

〇
・○
〇
三
七
四

・

!

二
一

〇
・
○
〇

一
五
五

〇
・
○
○
一

三
七

一
八
・
一

六
一

〇
・○
○
○
八
六

〇
・
○
○
〇
六
八

三
五
・九

一
九
五

〇
・
○
○
〇
五
二

○
・
○
○
〇
三
四
一

○
・
九

(三
)三

四

〇

〇
・
○
○
二
九

一

〇
・
○
〇
二
七
四

二
〇

〇
・
○
〇

一
五
五

〇
・
○
○

一
三
七

一
九
・
〇

六
五

〇
.
○
○
○
八
六
〇

・
○
○
〇
六
八

一
五
・
二

一
九
〇

〇
・
○
○
〇
五
二

・
○
・
○
○
〇
三
四

一
一
・二

(四
)
二
五
.
五

〇

〇
。
○
〇
二
九

一

〇
・
○
〇
二
七
四

一
一

〇
・
○
〇

一
五
五

〇
・
○
〇

一
三
七

三
〇
・

二
四

〇
・
○
○
○
八
六

〇
・
○
○
〇
六
八

四
〇
・

六
二

〇
・
○
○
〇
五
二

・
○
○
〇
三
四

三
三

・

(
五
)
二
五
.
五

〇

〇
・
○
○
二
九

一

〇
〇
〇
〇
二
七
四

反
應
速
度

と
溶
媒

と
の
關
係

四
八
九
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四
九
〇

一
一

〇
・
○
〇

一
五
五

〇
・
○
〇

一
三
七

三
〇
・

二
六

〇
・
○
○
○
八
六

○
・
○
○
〇
六
八

三
六
・

六
五

〇
・
○
○
〇

五

二

〇
・
○
○
○

三
四
三

一
一
・

反
應
係
數
平
均

四
度

一
四
・
七

二
五
・
五
度

三
三
・

溶
媒
第
十

四
鹽
化
炭
素

メ
ル
ク
製
最
純
品
を
再
三
分
溜
し

て
得
た
る
も
の
を
使
用
し
た

り

温
度

時
問
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(K
)

(
一
)
一
五
・
五

〇

〇
・
○
○
六

二三
三

〇
・
○
〇

一

五

・

三
二
〇

○
・
○
〇
五
三
七

〇
・
○
○
○
二
九

〇
・
七
六

(
二
)
二
五
・
五

〇

〇
・
○
〇
三

一
一

○
・
○
○
二
一
九

一
五
六
〇

〇
・
○
○
一
一

〇
・
○
○
〇

二
九

〇
・
八
一

(
三
)
二
五
・
五

〇

〇
・
○
〇
六
二

三

〇
・
〇
〇

一

五

三
〇
五

〇
・○
〇
五
三
七

〇
・
○
○
○

二
九

〇
・
八
○

反
應
係
數
平
均

二
五
・
五
度

○
・
七
九

溶
媒
第
十

一

氷
醋
酸

市
販
の
氷
醋
を
一
回

結
晶
法
に
よ
り
精
製
し
た
る
も
の
を
其
儘
試
料
と
す

温
度

時
間
(
秒
)

水
銀

エ
チ
ル
濃
度
(
モ
ル
)

沃
素
濃
度
(
モ
ル
)

反
應
係
數
(K
)



(
一
)
二
六

〇

〇
・
○
〇
三
四
四

〇
・
○
〇

一
七
七

一
三

○
・
○
〇
二
五
五

〇
・○
○
○
八
九

一
八
●
六

二
五

〇
・
○
〇
一
一

二

○
・
○
○
〇
四
五

二
三
二

三
八

○
・
○
〇

一
八
九

〇
・
○
○
○
二
二

二
三
・

(
二
)
二
六

〇

〇
・○
〇
二
〇

一

〇
・
○
〇

一
七
七

二
一

〇
・
○
〇

二
一
二

〇
・
○
○
○
八
九

・

二
一

.

五
三

〇
・○
○
○
六
七

〇
・
○
○
〇
四
五

二
四

一
〇
〇

〇
・
○
○
〇
四
五

〇
・
○
○
〇
二
二

二
五

(
三
)
二
六

〇

〇
・○
〇
二
〇

一

〇
・
○
〇

一
七
七

二
一

○
・○
〇

一
一

二

〇
・○
○
○
八
九

二
三

五
七

〇
・
○
○
〇
六
七

〇
・
○
○
○
四
五

二
二

二
〇
五

○
・
○
○
○
四
五

〇
・
○
○
〇
二
二
二

二
四

反
應
係
數
平
均

二
六
度

二
二
・
五

以
上
の
他

二
三
の
場
合

に
於
て
は

二
定
量
の
反
應
進
行
中
の
物
質
を

二
定
時
の
後
急

に
既
知
濃
度

チ
オ
硫
酸
ナ
ト
リ
ウ

ム
水
溶
液
と
振
盪
し
た
る
後
沃
素
規
定
液
を
以
て
滴
定
し
た
る
が
何
れ
の
場
合

に
於
て
も
第

一
次
に
於
て
比
色
法
と
全

く

一
致
す

る
結
果
を
與

へ
た
り
如
此
し
て
得

た
る
反
應
係
數
K
を
其
の
大
さ
の
順
序
に
並

べ
各
溶
媒
の
他
の
諸
性
質
と

反
應

の
速
度
と
溶
媒
と
の
關
係

四
九

二
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二

封
照
せ
し
む

る
こ
と
は
極

め
て
輿
味
あ
る
こ
と
な

る
が
次
に
是
を
表
示
す
れ
ば

K2

5
 
M
 
D
 
Z
0
 
B
.
 
P
°
K
T
°
n
D
2
0
 
A
 
B

×
1
0
2

ク

ロ

ロ

フ

ォ
ル

ム

三
三

韻
一
九
・五

五

・○
〇

七

六
〇

三
六
〇

・
1
0

(
一
・四
四
九
)

六
・○
四

一
三
・五

氷

醋

酸

一
三

六
〇

九
・
七
9
0
(・○

一
五
)
一
一

九

三
三

一
・三二
七

二

安

息

酸

エ

チ

ル

一
七

一
玉
〇

六
・○

○

二
九

二
〇
八

一
・五
〇
六

七
・七
七
一

九
・五

ニ

ト

ロ

べ

ン

ゼ

ン

一
四

一
二
三

三
六
・五

・〇

三
〇

二

一
一

・五
五

三

ク

ロ

ロ

ベ

ン

ゼ

ン

三
〇

一
二
・

五
・

〇

三
一

一
三

二

三
六
〇

一
・五

二
三

七
・
八
九

二
〇
・
五

エ

チ

ル

ア

ル

調

ホ

ル
六
・
六

四
六
二
六
ハ
五
一
八

七
八

一三

四

三
一
ハ
三
六

一
〇
・三
九

二
八
・六

イ

ソ

ア

ミ

ル

ア

ル

コ

ホ

ル

二
・
一

八
一
六
・

○

・○
八
五

一
二
九

・

三
〇

六
一

・四
〇
入

九
・九
九

三
八
・八

四

鹽
化

炭

素

○
・
八

一
五

四
・

二
・三
・
〇
一
四

七
八

三
七
入

一
・四
六

一

エ

チ

ル
エ
ー

テ

ル

○
・六
七
四

四
・四
・
〇
〇

三

三
四
一

八

一

・
三
五
七

ヘ

キ

サ

ン

〇
・
二

八
六
一
・

九
・

〇
〇四

六
八
二

三
〇

一

・三
七
五

九
・
一
四

二
九
・四

ア

セ

ト

ン

○
・
一

五
六
二
六
・

六
・
〇
〇

四
五
六
・
二

三
七
一

・三
五
九

の

如

く

な

る

を

見

る
但
K
2

は

二

五

度

(
攝
氏

)
に
於

け

る
反

應

係

數

M

は
分

子

量

D

は

ヂ

エ

レ
キ
係

數
Z
0N

は

零

度

に
於

け

る
絶

對

粘

性

、
B
P

は

沸

騰

點

、
K
T

は
臨

界

温

度

、
n
D
μ
2
0は

二

〇

度

に

於

け

る
D

光

に

對

す

る
屈

折

率

に
し

て

A

及
B

は



な

る
闘
係
を
前
定
と
し
て
算
出
し
た
る
恒
數
な
る
が
此
の
如
く
す
る
と
き
は

な
る
と
同
時

に

從

つ
て
B
は
反
應
熱
θ

に
比
例
す
る
櫨
を
取
る
も
の
に
し
て
水
銀

エ
チ
ル
の
沃
化
反
應
は
以
上
よ
り
各
種
の
溶
媒
内
に

於

て
夫

々
異
れ
る
値
を
取

る
も
の
な
る
を
知
る
此
點
に
鑑

み
水
銀

エ
チ
ル
及
沃
素
の
各
種
溶
媒

に
於
け
る
溶
解
度
及
溶

解
熱
の
測
定
よ
り
更

に
各
溶
液

の
蒸
氣
中

に
於
け

る
各
溶
質
の
蒸
氣
分
歴
を
測
り
反
應
物
質

の
ケ
ミ
カ
ル
ボ
テ
ン
チ
ア

ル
を
推
定
す

る
こ
と
は
此
問
題
の
解
決
上
最
重
要
な
る
こ
と
に
属
す
と
雖
も
諸
種
の
故
障
に
遭
遇
し
た
る
爲
め
今
に
其

目
的
を
達
す
る
能
は
ざ
る
は
最
遺
憾
と
す
る
處
な
り

次
に
以
上
の
結
果
を
嘗

て
メ

ン
シ
ュ
ト
キ

ン
が
ト
リ

エ
チ
ル
ア
ミ
ン
と
沃
化

エ
チ
ル
の

反

應

速
度
に
就

て
行
ひ
た
る
實

験
の
結
果
と
比
較
す
る
に
メ
ン
シ
ュ
ト
キ

ン
の
反
應
に
於
て
は
其
溶
媒
を
反
應
係
數

の
順
序

に
排
列
す
る
と
き
は

ア
セ
ト
ン
ー
ア
ル
コ
ボ
ル
ー
安
息
酸

エ
チ
ル
ー

ク

ロ
、
べ

ン
ゼ

ン
ー

エ
ー
テ
ル
ー

ヘ
キ
サ

ン

と
な
る
も
吾
人
の
實
験

に
於
て
は

安
息
酸

エ
チ
ル
ー

ク

ロ
、
ベ
ン
ゼ
ン
ー

ア
ル
コ
ホ
ル
ー

エ
ー
テ

ル
ー

ヘ
キ
サ

ン
ー
ア
セ
ト

ン

の
順
序
を
呈
し
其
間

に
殆
何
等
の
關
係
を
見
出
す
こ
と
を
得
す
乃
ち
該
反
應
が
各
種
溶
媒
内

に
於

て
行
は
る
〓
に
際
し

反
應
の
速
度
と
溶
煤
と
の
關
係

四
九
三
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四

て
の
其
速
度
の
大
さ
は
其
等

の
溶
媒
の
固
有
の
特
數
(例
之
ば
ヂ

ェ
レ
キ
係
數
、
絶
對
粘
度
、
屈
折
率
等
)
に
關
す
る
と
少

な
く
寧
ろ
夫
等

の
觸
接
作
用

(c
a
t
a
l
y
t
i
c
 
a
c
t
i
o
n

)
に
よ
る
と
認
む

べ
し
殊
に
注
意
す

べ
き
は
以
上
實
験
せ
る
溶
媒
の
範

囲

に
於
て
反
應
の
速
度

は
質
量
關
係
に
つ
き
其
化
學
的
構
造
の
平
均
せ
る
も
の
に
於

て
小

に
し
て
不
平
均
な
る
も
の
ほ

ど
大
な
る
こ
と
な
り
例
之
ば
ア
セ
ト

ン
、
ヘ
キ
サ
ン
、
エ
ー
テ
ル
、
四

鹽
化
炭
素
等
は
何
れ
も
全
く
平
均

せ
る
構
造
を
有

し
是
等
に
於
け
る
反
應
は
何

れ
も
.頗
緩
慢
な
り
然
る
に
ア
ル
コ
ホ
ル
に
就
て
見
る
に
エ
チ
ル
ア
ル
コ
ホ
ル
に
於
て
イ
ソ

ァ
ミ
ル
ア
ル
コ
ボ
ル
よ
り
大
な
る
速
度
を
有
す

る
こ
と
を
水
酸
基

の
平
均
性
を
破
る
ε
に
歸
す
る
と
せ
ば
イ

ソ
ア
ミ
ル

に
對
す

る
よ
り

エ
チ
汐
に
對
し
て
特

に
大
な
る

べ
き
は
常

然
な
る
處
な
り
又

ベ
ン
ゼ
ン
墓

に
對
す
る
不
平
均
性
は

C
l

(
一三
五
・
五
)を
置
換
す

る
よ
り
N
O
2
(
四
六
)
を
置
換
す

る
時

に
於
て
大
な
る
べ
く
C
O
2
E
T(
七
三
)
を
用

ふ
る
時
に
於

て
更
に
大
な
る

べ
し
此
事
實
は
反
應
速
度

に
於

て
の
觀
測
と
全
く

一
致
す
る
を
見
る
又
ア

ル

コ
ホ
ル
に
於

て
は
炭
素
原

子

の

一
は
水
素

三
原
子
を
伴
ひ
他
は
水
素
三
原
子
酸
素

一
原
子
を
有
す

る
が
故
に
其
質
量
は

一
方
の
一

五
に
對
し
他
方

ば

三

一
な
る
が
氷
醋

酸

に
あ
り
て
は

一
方

の

二
五
な
る
に
對
し
他
方
は
四
五
に
し
て
其
不
平

均
は
實

に
1
:
3
の
比
を

有
す
又
ク

ロ
、
フ
ォ
ル
ム
に
於

て
は
1
:
3
5
.
5
の
比
を
有
し
是
等
の
溶
媒

に
於
て
反
應
の
速
度

殊
に
大
な
る
は
又
豫
想
す

る
に
難

か
ら
ざ

る
な
り
然
れ
ど
も
以
上
は
僅
か
十

二
個
の
溶
媒
の
範
囲
内

の
觀
測

に
於
て
は
除
外
例
な
き
も

一
般
的
法

則
と
し
て
は
更

に
多
數
の
溶
媒

に
つ
き
觀
測
し
た
る
後
始

め
て
認
め
ら
る
べ
き
も
の
な
る
こ
と
論
を
須
た
す
余
は
他
日

機
會
を
得

て
此
方
面
の
探
究
を
な
し
更

に
報
告
す

る
處
あ
ら
む
を
期
す

る
も
の
な
り

終
に
臨
み
池
田
教
授
の
懇
篤
な
る
御
指
導
に
對
し
満
腔
の
謝
意
を
表
す


